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ア
ク
リ
ル
毛
糸
で
編
み
ま
す
。

ア
ク
リ
ル
毛
糸
の
繊
維
に
あ
る
ミ

ク
ロ
の
溝
が
汚
れ
を
吸
着
。洗
剤

を
使
わ
な
く
て
も
、汚
れ
が
よ
く

落
ち
る
の
で
、水
を
汚
し
ま
せ
ん
。

食
器（
茶
渋
も
落
ち
ま
す
）、風
呂
、

洗
面
所
洗
い
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な

使
い
方
が
で
き
ま
す
。食
器
を
洗

う
前
に
は
、使
い
古
し
た
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
や
野
菜
、果
物
の
皮

な
ど
で
食
器
に
つ
い
た
汚
れ
を
取

り
除
い
て
お
く
と
、さ
ら
に
効
果

的
。使
い
終
わ
っ
た
ア
ク
リ
ル
た

わ
し
は
、ぶ
ら
下
げ
て
お
く
と
乾

き
が
早
く
衛
生
的
で
す
。乾
い
た

ま
ま
で
靴
磨
き
、ほ
こ
り
拭
き
に

も
ど
う
ぞ
。

　
針
金
ハ
ン
ガ
ー
と
古
い
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
で
作
り
ま
す
。手
の
届
か

な
い
狭
い
と
こ
ろ
に
た
ま
っ
た
ほ

こ
り
も
、が
っ
ち
り
キ
ャ
ッ
チ
。捨

て
よ
う
と
思
っ
た
物
も
、ち
ょ
っ

と
思
い
直
し
て
、有
効
に
再
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
折
り
込
み
チ
ラ
シ
な
ど
で
作
っ

た
生
ゴ
ミ
入
れ
を
シ
ン
ク
の
横
に

置
い
て
お
き
、
調
理
で
出
る
ゴ
ミ

を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
三
角
コ
ー
ナ

ー
等
と
比
べ
て
、
水
分
が
少
な
く
、

ゴ
ミ
焼
却
の
負
荷
が
減
ら
せ
ま
す
。

　
立
川
市
で
は
、
東
京
都
で
養
成

さ
れ
た
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
が
、

現
在
１０
名
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
人
、
山
岸
修
子
さ
ん
は
、

小
学
校
の
生
活
科
で
子
ど
も
た
ち

と
自
然
観
察
を
し
て
い
ま
す
。
　

「
最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
豊
か

で
便
利
な
生
活
に
慣
れ
、
環
境
を

守
る
た
め
に
節
電
や
節
水
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
も
実
感
が

わ
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
身
近
な
自
然
を
四
季

を
通
じ
て
観
察
す
る
の
で
す
。
寒

く
厳
し
い
冬
を
、
植
物
や
生
物
が

ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
る
の
か
を

見
つ
め
、
生
命
に
対
す
る
愛
し
さ

を
感
じ
、
そ
の
生
命
を
守
る
た
め

に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
考

え
て
ほ
し
い
の
で
す
」
　

　
最
近
で
は
、
企
業
や
市
民
向
け

に
も
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。
　

「
環
境
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
行

動
は
自
分
の
日
常
生
活
の
中
か
ら

そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
」

　
人
が
生
き
る
た
め
に
は
、
天
然

資
源
を
消
費
し
、
自
然
を
汚
し
、

廃
棄
物
を
出
す
こ
と
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
エ
コ
的
生
活
の

た
め
に
、
資
源
の
節
約
、
自
然
環

境
の
負
担
に
な
ら
な
い
物
を
選
択

し
賢
く
使
う
こ
と
、
ゴ
ミ
の
減
量

な
ど
が
大
切
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
何
が
環
境
と
の
共
生
に
つ
な
が

る
の
か
心
に
と
め
な
が
ら
、
日
々

の
忙
し
さ
の
中
で
も
取
り
組
め
る

小
さ
な
工
夫
を
、
で
き
る
こ
と
か

ら
少
し
ず
つ
み
ん
な
で
試
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

特集特集1特集特集1特集1世
界
各
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
異
常
気
象
や
自
然
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
。
地
球
が
壊
れ
て
い
く
・・・・・
私
た
ち
は
今
何
を
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

去
る
２
月
２１･

２２
日
に
、
「
第
２
回
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
立
川
〜
ア
イ
ム
で
発
見
　
わ
た
し
の
く
ら
し
〜
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
の
く
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
催
し
で
す
。

本
号
で
は
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
で
市
民
グ
ル
ー
プ
が
紹
介
し
て
い
た
家
庭
で
す
ぐ
取
り
組
め
る
「
く
ら
し
の
工
夫
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
　

一
緒
に
エ
コ
的
生
活
（
環
境
と
共
生
す
る
生
活
）
と
は
何
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
実
践
、エ
コ
的
生
活

み
ん
な
で
実
践
、エ
コ
的
生
活

み
ん
な
で
実
践
、エ
コ
的
生
活

お
役
立
ち
手
作
り
グ
ッ
ズ

環
境
学
習
の
広
が
り

で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ

【
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
】

【
す
き
ま
モ
ッ
プ
】

【
チ
ラ
シ
の
生
ゴ
ミ
入
れ
】

【重曹・クエン酸で環境にやさしい掃除】

重曹（酸性の汚れに）

吸湿性があるので乾燥した所で保管。
油汚れ、消臭に。薬局、生協等で販売。
５００ｇ　２５０円前後（掃除用）。

クエン酸（アルカリ性の汚れに）

においが気にならなければ食酢を２、
３倍に薄めたものでも効果は同じ。雑
菌の繁殖を抑え、消臭にも。薬局等で
販売。１００ｇ　５００円前後。

茶渋・コーヒー・紅茶のしみ、ガ
ラス、プラスチック、電子レンジ、
蛇口まわり

〈フローリング・畳〉　掃除機をかけた後、
クエン酸水を軽くスプレーし、乾いた
布で拭く。

※クエン酸水：水１カップにクエン酸
小さじ１を入れ、かき混ぜ溶かす。ス
プレー容器に入れて使うと便利。

スポンジなどにつけてこする。

〈トイレ・排水口〉　振りかけておく。

〈カーペット〉　重曹を揉み込み、一晩
おき、朝掃除機 をかける。

洗面台、バスタブ、オーブン皿、
あくによる鍋の黒ずみ、タバコ
のやに

クエン酸水※をスプレーし、ボロ布
などでこすり落とし、水で流す。

エコ的生活のための3つの提案エコ的生活のための3つの提案エコ的生活のための3つの提案
１　資源を大切に！
２　自然環境を汚さない工夫を！
３　ゴミを減らそう！



特集特集2

男
女
共
生
社
会
に
向
け
て

　
　
　

　
　
　
〜
市
民
意
向
調
査
報
告
よ
り

男
女
共
生
社
会
に
向
け
て

　
　
　
〜
市
民
意
向
調
査
報
告
よ
り

立
川
市
で
は
、
男
女
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び「
立
川
市
第
３
次
長
期
総
合
計
画
第
２
次
基
本
計
画
」
策
定
に
向
け
て
、
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
「
第
４
次
男
女
共
生
社
会
推
進
計
画
」
策
定
に
も
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
「
男
女
共
生
社
会
に
向
け
て
」
の
主
な
項
目
の
調
査
結
果
を
、
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
て
お
届
け
し
ま
す
。

特集特集2特集2
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家
事
の
分
担
は
相
変
わ
ら
ず
女
性
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、前
回
調
査（
平

成
１０
年
）よ
り
各
項
目
に
わ
た
っ
て「
夫
婦
で
協
力
」が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
ベ
ス
ト
３
を
グ
ラ
フ
に
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。
家
事
の
分
担

は
３０
〜
４０
代
で
夫
婦
の
協
力
の
割
合
が
高
く
、全
体
の
数
字
に
反
映
し
て

い
ま
す
。
こ
の
世
代
は
子
育
て
と
仕
事
の
負
担
が
大
き
く
、夫
婦
の
協
力

な
く
し
て
は
家
庭
生
活
が
成
り
立
た
な
い
現
実
が
う
か
が
え
ま
す
。
育
児

の
分
担
に
お
い
て
は
、
前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

  前回の調査に比べて大きく
変化しているのは「結婚等に
かかわらず職業を持ち続ける」
の項目の男性の数値です。前
回は２５．７％であったのに対し、
今回は３４．０％に増えています。
その理由としては、社会環境・
経済状況等の変化に伴い、女
性の就業に対する男性の意
識が変わり始めてきたこと
でしょうか。女性は「出産時
退職し落ち着いたら再就職」
の項目とともに、男性より高
い数値を示していますが、前
回との比較ではあまり変化
はありません。

　今回初めて、夫婦間の暴力行為に対する認識について調査しました。
ここでは、女性の６０％以上が「どんな場合でも暴力にあたる」としてい
る３項目を取り上げました。
　「平手で打つ」は、男性・女性ともに約７０％が暴力にあたるとしていま
すが、他の２項目については、男女間の認識に違いがあります。特に、「誰
のおかげで生活できるんだ、かいしょうなし、とか言う」ことばの暴力（精
神的な暴力）に対しては、男性５１．６％、女性６６．７％と認識に大きなずれが
あります。

   市民が施策に望むこととしてあげた項目のうち、上位８位までをグラ
フにしました。
   それによると、「一時保育･病児保育･夜間保育などを含む保育事業の充
実」が５５.２％、「在宅介護への支援の充実」が４２.５％と、この２項目への期
待が大きくなっています。この分野が充実することで、女性も男性もとも
に働きやすく生活しやすくなると考えられます。
   「労働に関する情報の提供や相談の充実」が２６.９％で続いています。

貴
殿
の
ご
利
用
頂
い
た
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
に
つ
い
て
ご
通
知
申

し
上
げ
ま
す
。

当
社
は
○
○
興
業
と
申
し
ま
し
て
、
こ
の
度
依
頼
会
社
様
よ
り
貴
殿

の
未
納
利
用
料
金
に
関
す
る
債
権
を
譲
り
受
け
ま
し
た
事
を
本
状
に

て
通
告
致
し
ま
す
。

貴
殿
の
未
納
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
再
三
の
支
払
連
絡
通
知
に
も
関

わ
ら
ず
、
誠
意
あ
る
回
答
を
一
切
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
以
上
の
よ

う
な
理
由
か
ら
本
状
を
最
終
通
告
と
し
、
３
日
以
内
に
回
答
、
お
支

払
い
頂
け
な
い
場
合
に
は
債
権
回
収
作
業
に
着
手
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
状
を
ご
確
認
の
上
ご
連
絡
、
お
支
払
い
頂
け
な
い
場
合
に
は
※
貴

殿
の
家
族
、
親
族
、
勤
務
先
、
友
人
等
貴
殿
と
関
連
が
あ
る
と
見
受

け
ら
れ
る
全
て
を
調
査
し
、
回
収
に
あ
た
り
発
生
す
る
費
用
も
含
め

た
全
額
を
お
支
払
い
頂
く
ま
で
、
ご
請
求
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

尚
、
貴
殿
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
※
近
日
中
に
何
ら
か
の
形
で
措
置

を
取
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
　
　
管
理
番
号
　
　
　
あ 

―
一
二
三
四
五
六

　
　
　
依
頼
会
社
　
　
　
有
限
会
社
○
△
□

　
　
　
利
用
料
金
　
　
　
　
　
　
九
五
、
四
三
八

　
　
　
○
○
手
数
料
　
　
　
　
　
八
四
、
八
二
五

　
　
　
遅
延
利
息
　
　
　
　
　
　
三
六
、
一
二
四

　
　
　
請
求
総
額
　
　
　
　
　
　
二
一
六
、
三
八
七

　
※ 

お
支
払
い
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
、
右
記
記
載
管
理
番
号
と
ご

氏
名
を
お
電
話
に
て
ご
照
会
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
○
興
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
○
○
○ 

―
×
×
×
×
東
京
都
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
絡
先
　
０
３ 

― 

○
○
○
○ 

―
×
×
×
×

Q
利
用
し
た
覚
え

の
な
い
有
料
サ

イ
ト
料
金
が
未
納
に
な

っ
て
い
る
と
、上
記
の
よ

う
な
は
が
き
が
届
き
ま

し
た
。ど
う
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
。

覚
え
が
な
け
れ

ば
支
払
う
必
要

は
な
く
、個
人
情
報
が
漏

れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
連
絡
は
せ
ず
、無
視
す

る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】　

　
は
が
き（
黒
枠
の
場
合

も
）等
に
よ
る
不
当
な
請

求
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
！

恐
く
な
っ
て
払
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
相
談
は
、

さ
ら
な
る
請
求
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。不
用
意

に
業
者
と
連
絡
は
と
ら
ず
、

正
当
な
請
求
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
等
不
安
な

場
合
は
、消
費
生
活
相
談

コ
ー
ナ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

A

不当請求にご注意!!不当請求にご注意!!不当請求にご注意!!不当請求にご注意!!

　立川市では、専門の消費生活相談員が
皆さんの相談を受けてその問題解決や被
害防止のためのアドバイスをしています。
困ったとき、おかしいと感じたときには、
ひとりで悩まずお電話ください。相談は
無料、秘密厳守で行っています。
相談受付　月～金曜日
　　　　　午前９時～正午
　　　　　午後１時～午後４時
　　　　　ＴＥＬ０４２－５２８－６８１０ 

　毎日の生活の中で、苦しいこと、困ってい
ること、どうしたらいいかわからないこと、
ひとりで悩んでいませんか。専門のカウンセ
ラーがあなたの悩みなどを整理したり、解決
のための糸口を探すお手伝いをします。
面接（要予約ＴＥＬ０４２－５２８－６８０１）と
電話相談　（ＴＥＬ０４２－５２８－６８０２）があり、
土曜日は電話のみの相談となります。
相談は無料、秘密厳守で行っています。
相談受付　火・木・土曜日　午後１時～５時 

消費生活相談コーナー カウンセリング相談

食事のあとかたづけ

ふだんの買い物

室内の掃除

平成１５年

平成１０年

平成１５年

平成１０年

平成１５年

平成１０年

７９.３％８.０％

７.４％

９.９％

１.７％１.０％

７１.２％７.７％ １５.６％

１.８％３.７％

６７.６％ ２０.３％

１.２％ ３.６％

７.６％ ７８.０％ １３.３％

０.５％ ０.７％

７.７％ ６９.４％ １７.０％

１.４％ ４.６％

９.９％ ７８.１％ １０.５％

０.６％０.９％

主に男性 主に女性 夫婦で協力 主に子ども 無回答

５５.２％

４２.５％

２６.９％

２３.１％

２０.０％

２０.０％

１８.６％

１３.８％

一時保育、病児保育、夜間保育などを含む保育事業の充実

在宅介護への支援の充実

労働に関する情報の提供や相談の充実

情報の収集と提供

家庭での男女平等意識づくり

学校での男女平等教育の推進

立川市の審議会などへの女性の登用

男女共生社会実現のための条例を制定する
複数回等

１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６００

（％）

平成１５年

平成１０年

男性

３４.０％ ４９.６％

２５.７％ ５５.５％

７.７％

１１.５％

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

５.０％ ０.５％

０.７％４.１％

結婚等にかかわらず職業を持ち続ける 出産時退職し落ち着いたら再就職 出産したら退職し家事に専念すべき

結婚後は家事に専念した方がよい 無回答

女性

男性

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある 暴力にあたらない 無回答

【平手で打つ】

【「誰のおかげで生活できるんだ」とか「かいしょうなし」とか言う】

６６.５％

６９.４％

２５.６％

２２.８％

２.５％

１.２％

６.７％

５.５％

【性的な行為を強要する】

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

女性

男性 ５７.１％

６１.１％

３０.８％

２６.１％

６.２％

４.４％

８.４％

６.０％

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

女性

男性 ５１.６％

６６.７％

３４.０％

１９.８％

７.７％

６.３％

７.２％

６.７％

３.２％

２.５％

平成１５年

平成１０年

女性

３７.３％

３８.０％

５１.７％

５１.０％

４.７％

６.２％

１.９％

２.６％０.２％

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

０.５％ ３.９％

２.０％

◇調査の目的　　
　本調査は、市民がどのようなことを市政
に対して考えているのかを把握・分析し、「第
２次基本計画（計画期間平成１７年度～２１年
度）」の策定の基礎資料とするために実施
したものです。
◇調査の方法　
　・調査対象者･･････････立川市に居住する満
　　　　　　　　　  ２０歳以上の市民
　・標本数･･･････････････････ ２,０００標本　
　・抽出方法･･････････････住民基本台帳による   
　　　　　　　　　  無作為抽出
　・調査方法･････････････調査票郵送による配       
　　　　　　　　　 布回収
　・調査期間････････････平成１５年７月２３日　                                   
　　　　　　　　　 ～８月２９日
◇調査票の回収結果　　
　・標本数･･････････････２,０００　　
　・有効回収標本数･･････１,００５
　  （男性４０.１％　女性５６.８％）　
◇回答者の属性

　・職業　   有職者･･････････････５７.７％
　　　　　  無職･････････････････３５.０％
　　　　　  その他･･････････････ ７.３％

【日常の子どもの世話】

【家事の分担ベスト3】

平成１５年

平成１０年

０.４％

５５.７％ ３３.４％

１０.３％

０.７％

３４.３％

０.５％

０.１％

５.９％

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

５８.６％

【調査の実施概要】

◆
家
庭
生
活
に
お
け
る
分
担

◆
家
庭
生
活
に
お
け
る
分
担

◆女性の就業に対する意識◆女性の就業に対する意識

◆
理
想
と
す
る
家
庭
と
仕
事
と
の
関
係

◆
有
配
偶
者
世
帯

　
　
　
　
　
の
就
業
タ
イ
プ

◆男女共生社会実現
　　　　　　のための施策
◆男女共生社会実現
　　　　　　のための施策

◆夫婦間の暴力行為について◆夫婦間の暴力行為について

就職せず教養等に専念した方がよい

　
全
体
的
に
は
、
従
来
ど
お
り
「
仕
事
が
優
先
」
と
答
え
る
男
性
が
多
く
、
女
性
は
「
家
庭
が

優
先
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
仕
事
優
先
派
」

は
女
性
で
増
え
、
男
性
は
減
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
数
字
が
増
え
た
理
由
と
し
て
、
女
性
の
仕

事
に
対
す
る
意
識
の
変
化
、
夫
の
理
解
と
家
族
の
協
力
、
女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
が
徐
々
に
進
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
男
性
が
減
っ
た
理
由
は
、
２０
〜
４０
代

の
家
庭
優
先
派
が
約
半
数
で
あ
る
た
め
で
、
男
性
の
意
識
が
従
来
の
仕
事
第
一
か
ら
あ
き
ら
か

に
変
化
し
て
き
た
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。

平成１５年

平成１０年

平成１５年

平成１０年

男性

女性

１６.６％ ４６.４％ ２５.６％ ８.２％

３.２％

２４.９％ ３９.８％ ２５.７％

５.１％

３.０％

４.６％

１６.２％ ３８.９％ ４０.２％

１.８％

１５.８％ ５０.７％ ２３.６％ ７.３％

２.５％

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

【男女別】

仕事優先で家庭のことはできるだけ家族に任せる

両立できない時は家庭を優先

両立できない時は仕事を優先

家庭優先で仕事は支障ない範囲で 無回答

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

【年齢別】

６.５％ ３１.５％ ４６.８％ １５.３％

１.３％

２９.５％ ５１.９％ １６.７％

０.６％

３.９％

３８.８％ ４０.１％ １７.１％

７.５％ ３８.７％ ２９.６％ １８.８％

０.０％

５.４％

１６.７％ ３３.９％ ２１.９％ ２４.５％

３.１％

０.０％

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

　
全
体
で
は
、「
共
働
き
家
庭
」は
４６
・
３
％
と
な
り
、年
齢
別
で
見
る
と
、

２０
〜
３０
代
で
は
約
半
数
が
共
働
き
で
す
。４０
〜
５０
代
に
な
る
と
実
に
６
割

以
上
が
共
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

５２.６％ ４４.７％

０.０％

５０.０％ ４９.１％
０.０％

０.９％

０.０％

２.６％

６４.８％ ３４.４％

６０.１％ ３２.７％

０.８％

４.６％

２４.０％ ４1.１％ ９.６％ ２５.３％

２.６％

全体 ４６.３％ ３８.０％ １２.２％

３.５％

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

共働き家庭（パートタイム・内職含む） 夫のみ就業家庭 妻のみ就業家庭 その他



１９５９年スウェーデン生まれ。
97年に史上2人目の外国人と
して東京芸術大学大学院邦楽
科尺八専攻にて修士号取得。
砂川町に在住。琴古流尺八奏
者として演奏・講演等国内外
にて活躍中。

 リンデル・儘盟・グンナルさん
じんめい

編
集
後
記
蘆
蘆
蘆
蘆
蘆
蘆
蘆

　
私
は
尺
八
の
演
奏
と
指
導
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。１９
年
前
に
初
来
日
し
、立
川
に
住
ん

で
１１
年
あ
ま
り
経
ち
ま
す
が
、今
回
初
め
て
、

次
男
が
通
っ
て
い
る
上
砂
川
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　
会
長
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
す
。

　
上
砂
地
区
は
最
近
開
発
の
進
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
、マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
も
多
く
、住
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

人
の
目
の
届
き
に
く
い
場
所
も
増
え
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
犯
罪
が
目
立
っ
て
き

て
い
ま
す
。子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪
を
防
ぐ
に

は
、住
人
が
買
い
物
や
散
歩
の
つ
い
で
に
回
り

道
を
す
る
な
ど
、い
つ
も「
人
の
目
」が
あ
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
通
学
路
の
安
全
性
も
問
題
で
す
。現
在
ま
だ

解
決
で
き
な
い
の
が
、踏
み
切
り
近
く
に
信
号

機
を
設
置
す
る
案
で
す
。子
ど
も
た
ち
が
も
し

交
通
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
こ
と
に

な
れ
ば
、教
育
を
受
け
る
機
会
も
奪
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。私
と
し
て
は
、通
学
専
用
道
路
を

つ
く
っ
て
あ
げ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

さ
え
考
え
て
い
ま
す
。

　
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決
ま
り
ご
と
が

多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、例
年
ど
お
り
の
行
事
で
も
会

議
を
開
い
て
承
認
を
得
る
、す
べ
て
の
文
書

に
ト
ッ
プ
が
目
を
通
す
、会
長
が
い
ち
い
ち

指
示
を
出
す
、今
ま
で
ど
お
り
の
決
め
ら
れ

た
手
順
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、な
ど
で

す
。そ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
や
ろ
う
と
す
る
ほ

ど
、多
く
の
時
間
が
奪
わ
れ
て
自
由
な
活
動

が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
楽
し
く
て
、元
気
が
出
る
会

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。父
親
も
含
め
て
、も

っ
と
大
人
が
気
楽
に
参
加
で
き
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、教
育
・
健
康
・
安
全

に
つ
い
て
は
す
べ
て
の
人
に
平
等
の
権
利
が

あ
り
、そ
れ
を
社
会
全
体
で
支
え
る
義
務
が

あ
る
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
ま
す
。

　
６０
年
代
に
そ
う
い
う
考
え
方
の
も
と
に
福

祉
国
家
を
め
ざ
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
個

人
の
税
金
の
負
担
は
と
て
も
多
い
の
で
す
が
、

教
育
費
や
医
療
費
は
全
額
無
料
で
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
は
１８
歳
に
な
る
と
親
か
ら

離
れ
独
立
し
、学
生
ロ
ー
ン
の
制
度
を
利
用

す
る
な
ど
し
て
、若
い
う
ち
か
ら
自
分
の
力

で
生
活
し
て
い
く
の
が
普
通
で
す
。結
婚
す

る
と
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
は
共
働
き
で
、男
性

も
育
児
休
暇
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。女

性
の
キ
ャ
リ
ア
が
守
ら
れ
る
た
め
の
制
度
も

い
ろ
い
ろ
と
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
や
り
方
が
す
べ
て
の
点

で
ベ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、少
し

で
も
参
考
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、こ
れ
か
ら

も
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
て
紹
介
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

●
エ
コ
的
生
活
！
　
時
間
に
追

わ
れ
る
毎
日
の
中
で
、「
ね
ば
な
ら

な
い
」
が
増
え
る
の
は
ヤ
ダ
ナ･･･

な
ん
て
思
わ
ず
、
健
気
な
自
然
の

営
み
に
目
を
向
け
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
を
思
い
、
「
愛
あ
る
生
活
者
」

に
な
り
た
い
な
と
思
い
ま
す
。そ
し

て
主
婦
だ
け
の
取
り
組
み
で
な
く
、

家
族
み
ん
な
を
巻
き
込
ま
な
き
ゃ

ね
。（
S
・
M
）

●
ア
イ
ム
で
行
わ
れ
た
く
ら
し
フ

ェ
ス
タ
立
川
は
、小
さ
い
お
子
さ
ん

連
れ
の
親
子
が
多
か
っ
た
。１
階
の

子
育
て
手
づ
く
り
ゾ
ー
ン
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
さ
れ
た
手
づ
く

り
お
も
ち
ゃ
と
、そ
こ
で
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
き
ら
き
ら
光
る
目
が
あ

っ
た
。イ
ベ
ン
ト
の
中
に
子
育
て
を

支
援
す
る
心
意
気
が
あ
る
の
が
と

て
も
う
れ
し
い
。
（
S
・
Y
）

●
グ
ン
ナ
ル
さ
ん
は
東
洋
の
哲
学
・

文
化
を
深
く
学
ば
れ
、
日
本
の
実

情
も
と
て
も
よ
く
理
解
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
自
身
は
「
禅
的
生
き
方
」

を
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通

し
た
観
点
か
ら
さ
ら
に
地
域
へ
の

提
言
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
T
・
K
）

来
日
し
て
異
文
化
体
験
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
引
き
受
け
て
み
ま
し
た
。

来
日
し
て
異
文
化
体
験
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
引
き
受
け
て
み
ま
し
た
。

２００４年度の市民企画活動を希望するグループを

募集します。女性を取り巻くさまざまな問題解決

や男女共生社会の実現にむけた学習・調査・研究

等の企画を男女共生係とともに講座やワークシ

ョップとして実施します。

応募条件　５名以上のグループまたは団体

　　　　　（半数以上が立川市民で、主体的に企画・

　　　　　運営していること）

 

２００４年度のアイムフォーラムの企画・運営を行

う実行委員を募集します。原則として、会議は夜

間に行います。

 募集人員　若干名（市内在住・在勤・在学）

立川市消費者問題研究会（スローフードをすすめ
る会）は、くらしに関する身近な問題をテーマに
活動しています。２００３年度は「スローフード」を
テーマにして、月１回の会議を中心に、実習やく
らしフェスタ立川への参加などを行いました。
 応募条件　市内在住の２０歳以上の方

くらしに関する問題提起や活動発表をしてみま
せんか。２００４年度に開催する「くらしフェスタ立
川」に参加するグループ（メンバーの中心が市内
在住・在勤）を募集します。なおグループの代表者
には実行委員会に出席していただきます。

この情報紙は市民の編集委員により企画編集し
ています。あなたも編集委員になって楽しい紙面
作りに参加してみませんか。保育あり。
 募集人員　若干名（市内在住・在勤・在学）薄謝

申込締切　４月３０日（金）（⑤は４月１６日）

申込方法　①は所定の用紙、②③⑤ははがきに住   

　　　　　所・氏名・年齢・電話番号・応募動機を

　　　　　記入し郵送してください。④は電話で

　　　　　申し込んでください。

　　　　　〒１９０-００１２　立川市曙町２-３６-２ 

　　　　　　　立川市女性総合センター・アイム

　　　　　蕁０４２-５２８-６８０１

おおむね１０人以上の団体、グループが希望する

場所へ、講師が出向き、講座を行います。

講師派遣の費用は、原則として無料です。

　漓男女共生社会推進や女性をとりまく問題解

　　決のための講座

　②毎日のくらしの中での疑問や生活に役立つ、

　　消費者のための講座

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
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ね
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●
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
何
か
日
本
社
会

に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

●
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

［第4次男女共生社会推進計画の策定］

現行の「第３次男女共生社会推進計画」の計画期
間が平成１６年度で終了するため、平成１７年度を
初年度とする新たな計画づくりに取り組みます。
去る１月１７日に学識経験者や市民団体代表、公
募市民で構成する「男女共生社会推進会議」に計
画案の策定を諮問しました。
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。

アイムは、男女共生社会を推進し、女性も男性も豊かに
生き生きと暮らせる社会をつくるための活動の拠点です。

漓 市 民 企 画 活 動 事 業

澆立川市消費者問題研究会参加者

潸情報紙「アイム」市民編集委員

募集については

潺くらしフェスタ立川参加グループ

滷アイムフォーラム実行委員


